







































年 12 月にディバ農園内の遺跡踏査を行い、14 ～ 15
世紀の中国竜泉窯青磁や明代染付、ミャンマー青磁を
表面採集した。ディバ農園内遺跡の発掘調査は 2006







　2008 年 12 月から 2009 年 1 月にシャルジャ首長国
内のディバ海岸遺跡の第１次発掘調査を行った（佐々
木 2009）。発掘区域の西南隅 D6 ポイントは北緯 25° 





までの距離は 18 ｍである。第 1 次発掘が終了後、さ
らに 2 月中旬まで発掘を継続し、3 月に遺跡フェンス
の出入り口建設や周辺部の雨水対策工事、発掘した遺
構の図面作成、出土品の分類整理、撮影をした。2009
年２月から 3 月中旬までをディバ海岸遺跡の第 2 次発
掘調査とする。
　第 3 次発掘調査は 2009 年 12 月から 2010 年 1 月に
実施した。第 1 層 Level 1 のコンクリートブロックを
主体とする建物群を撤去し、第 2 層 Level 2 の丸石積
基礎壁の家、泥レンガ積みの壁の家を調査した。第 2









2び第 1 層からの廃水枡や井戸などの穴が第 2 層及び第
３層の一部に達しているため、上層の出土品には下層
の混じりがある。
　第 4 次発掘調査は 2010 年 11 月に実施し、主に第 2
層内の下層を広げた。第 5 次発掘調査は短期帰国後
の 2010 年 12 月に実施した。第 2 層内の下層面を広げ
る作業と、第 2 層の家を部分的に発掘した。第 2 層内
の家は上部と下部の 2 時期に分れることが判明した。
第 6 次調査は 2011 年 7 月から 8 月に室内作業を行い、
出土品を撮影した。
　第 7 次発掘調査は 2011 年 12 月初めから 2012 年 1
月中旬に実施した。第 2 層 Level 2 の中庭堆積土はほ
ぼすべて除去された。東側家の各室に残るマドバッ
サも調査された。第 8 次発掘調査は 2012 年 2 月末か








を拡張した。第９次調査は 2013 年 8 月 25 日から 9 月
22 日に出土品整理を実施した。
　第 10 次発掘調査は 2013 年 12 月 22 日から 2014 年
2 月 18 日に実施した。第２層下層の建物検出と確認、
第３層上面の建物存在確認の調査である。第 11 次発
掘調査は 2014 年 12 月 15 日から 2015 年 2 月 6 日に実
施した。第２層最下層のマドバッサ２室を発掘し、部
屋内に散乱する土器などの位置を確認した。第 12 次
発掘調査は 2015 年 3 月末から 5 月中旬に実施し、第
２層の建物壁基礎部を撤去した。第 13 次発掘調査は
2015 年 12 月中旬から 2016 年 2 月初めに実施し、第
２c,d1 層の中庭堆積土を撤去した。第 14 次発掘調査



























を建設後、第１次発掘調査を 2008 年 12 月から実施し




















　発掘開始時、30 ｍ× 20 ｍの発掘区域を海岸道路及
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2008 年 12 月 28 日、遺跡前の漁港海岸で満潮海水面
を 0 ｍとする。以前は海岸線に沿っていた発掘地点の















層 Level 1 はコンクリートブロックで壁を作った家の
建つ面とそれより上に堆積した層とする。第１層の砂
層から 18 ～ 19 世紀のイラン製緑釉陶器や施釉彩画陶





　第 2 次発掘調査は 2009 年 2 月から 3 月に実施した。
第 1 次発掘に継続して現地発掘作業を行い、3 月に遺
跡の撮影と実測、出土品の洗浄、分類と撮影を実施し
た。遺跡内に一部残した家は、海を埋め立てる大石投
下の振動で 6 月に崩れたため撤去する。2008 年 12 月
28 日は Muharram 1,1430。12 月 31 日、シャルジャテ
レビが遺跡の発掘風景を取材し放映する。1 月 4 日、
シャルジャ首長国首長シェイクスルタンに会い、遺跡
発掘状況及び 2010 年の日本招待やシャルジャ考古学
展覧会の日本開催を伝える。1 月 6 日、文化情報省大
臣に会い、その内容は 3 社の地元新聞に報道された。
2009 年 1 月 7 日ドバイ空港から帰国。ただし、今回
発掘の面は 20 世紀後半であるため、作業員 12 名に 2
月 12 日まで発掘を継続させ、遺跡周辺に保護のフェ
ンスを造らせた。3 月 5 日に現地を再訪し、17 日まで
遺構実測や出土品洗浄分類などを行った。次回のイー
ドは 2009 年 11 月 26 日で 11 月末は連休となり、12
月 2 日は建国記念日の休日と金曜と土曜が休日のた
め、2009 年末の発掘開始は 12 月 6 日以降となる。
　第 3 次発掘調査は 2009 年 12 月から 2010 年 1 月に
実施した。12 月 6 日に日本を発ち、1 月６日にドバイ


























全体的に広げる。第 2 層は数十 cm の堆積があり、そ
の途中の面で発掘を止めた。家壁に沿って土器パン焼
きカマドや炉跡が集中して残る。
　第 4 次発掘調査は 2010 年 11 月に実施した。11 月 1
日から作業員が発掘現場を清掃し、2 日から前回調査
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4で拡張した部分の表土層及び表土層からの大きな穴内
堆積層の除去を始めた。第 2 層の中庭部分の掘り下げ
を 11 月末まで継続した。現場作業時間は 6:00-10:00、
朝食、10:30-12:30 とした。現場作業員はパキスタン
人 11 名、スリランカ人 2 名、バングラディシュ人 1






　第 5 次発掘調査は 2010 年 12 月に実施した。12 月
11 日から第 2 層の発掘を始めた。現場作業時間は




　第 6 次調査は 2011 年 7 月から 8 月に実施し、現地
室内で遺物整理や写真撮影を行った。
　第 7 次調査は 2011 年 11 月 29 日から 2012 年 1 月
16 日まで実施した。現場作業時間は 6:30-10:00、朝食、




し、第 2 層上層部を撤去し、一部で第 3 層上面を顕わ














域では第 2 層上層の家跡を撤去し、第 2 層下層の家跡
を調査した。第 2 層は家壁の変化によって abcd の 4
時期に分けたが、c とした家跡は家壁位置の変更があ
り c1 と c2 に分れるため、5 時期に分けることができ
る。床面は家壁よりもさらに細かく分れていた。
　東側火災室は第２ｄ層としたが、北側や東側の第２
d 層の家や室よりも 18cm ほど床面が高く、さらに下
の床面を第２d 層とすれば北側・東側の家や室と同じ




　マドバッサ 9 のある建物は第２d 層としたが、西側





　第９次調査は 2013 年 8 月 25 日から 9 月 22 日に出
土品整理を実施した。
　第 10 次発掘調査は 2013 年 12 月 22 日から 2014 年
2 月 17 日に実施した。第２層下層の家を発掘区域全
体で露出することが目的であった。一部で第３層の家
















バッサ 11 との間に幅 120cm の出入り口があり、最初
から 8cm の段差があったが、造り直した床面の段差
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5北側室でマドバッサ 14 が発見された。
　西側地区では第２c, d 層の家を発掘し、泥レンガ壁
































　第 13 次発掘調査は 2015 年 12 月中旬から 2016 年 2
月初めに実施した。中庭に堆積する土砂を掘った。残っ
















掘区 30 × 20 ｍ、600 ㎡を設定した。30 × 20 ｍ発掘
区域の西南部は北緯 25° 37’ 09” 43、東経 56° 16’ 
23” 75 である。
　30 ｍ× 20 ｍ発掘区域を含めて発掘対象地域となる
範囲の東北側地点を A1 とし、その西南の 10 × 10 ｍ
の範囲を A1 区とした。標高・海抜はベンチマークが
あるかどうか不明であったため、遺跡前の漁港海岸で
12 月 28 日 2 回あった最大満潮海水面の最上部を測り、









海抜 0 ｍに近い。Gulf times による 2008 年 12 月 28 日
のシャルジャの満潮 2 回のうち最大水位は海抜 1.87
ｍ、最低水位は 0.34 ｍ、その差は 1.53 ｍ、アブダビ
の満潮 2 回のうち最大水位は海抜 1.92m、最低水位は
0.42m、その差は 1.50 ｍである。オマーン湾岸のデー
タは見つからなかったので、ディバでは 2008 年 12 月





　第３次発掘調査時点で発掘区は 36 ｍ× 20 ｍ＋試掘
方形トレンチ 6.2 ｍ× 5.4 ｍの 750 ㎡ほどとなった。
試掘トレンチは発掘区東南角から南に 6.2 ｍ、西に 5.4
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Figure 1  Location of Dibba coast site, next to Fort/police 
station. N.25,37,09. E.56,16,23.
excavated point
Figure 2  Dibba coast site before excavations, December 
2004. A place for fishing nets and small boats.  
100m
Dibba coast site
Figure 3  Level 2, Dibba coast site, 2014
7ｍである。
　第８次発掘調査で旧海岸に近い東側の道路に近い部
分まで、8.2 ｍ延長し、幅 7.5 ｍを新たに発掘区域とし、




南側壁際に幅 1 ｍ長さ 10 ｍほどのトレンチを入れた。
表土には表土層の建物基礎と床面が残る。その下にコ
ンクリートブロックの家壁基礎があり、その基礎の建
つ面を第１文化層（第 1 層）Level 1 下面とし、壁基
礎上部のコンクリートブロック家壁が削られた面を表





り込まれている。出土した施釉陶器は 19 世紀から 20
世紀のものが主である。トレンチ内では第 1 層の下に
建物基礎は見えないが、2 つの文化層が見えた。それ




























































大きさは長さ 30.3cm、幅 14.2cm、高さ 15.1cm で、セ
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Latter half of 20th century
Early half of 20th century and











Stones and coral walls, mud brick walls
Mud brick walls
Stone walls




Mud brick walls Stone  walls
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Figure 13  Plan of Level 2d-2, Dibba coast site.
12
－ 6－
Figure 15  Excavation of Level 2d, Dibba coast site.




で 30.0cm と 30.5cm が多い。10 個のブロック計測で
は長さ 30.0cm から 31.5cm で平均 30.3cm、幅 13.3cm
























があり、そのなかの居住室の内側はほぼ 3 ｍ× 4 ｍ、
3 ｍ× 5 ｍ、3 ｍ× 6 ｍなど平面長方形の室である。









る。第 1 層内の下のほうから掘りこまれ、第 2 層堆積
土を掘り抜き、第 3 層内上部に達している。掘り込み






幅 17cm、厚さ 3cm である。溝底部に板を敷き、その
上に一度に砕けた粘土混じりの砂を埋めている。溝内








井戸である。河原石外径 1.48 ｍ、内径 0.88m、発見時










　2012 年 3 月に発掘区域東北部を海側に拡張した。
泥レンガ建物の痕跡が残り、小さなマドバッサも発見
された。同じ面のゴミのなかに INDIA 1961 の青銅製
方形コインも出土した。









面上に第 1 層と第 2 層上層の建物が建つ部分もある。
壁両側に河原石を積み、その間に泥を詰める部分があ
金沢大学考古学紀要 38　2017,　1-46.　




ころで 70cm から 80cm ほどの部分があり、50cm ほど
が標準的で、隣の建物と接する部分などでもっとも厚
い部分は１ｍほどである。
　泥レンガの大きさ。第 2 層マドバッサ 7 の壁は、
35,18,12、37,18,10、37,18,10、37,16,10、37,18,10、



















































































　東北側家、第 2 層 a の基礎部サンゴ積み壁家の室内
には炉や土器炉が残る。大壺を逆さにして埋めている。
土器炉 2 は口縁部を下にして埋め、胴部径 70cm の部
分で発見され、そこからの深さは 60cm である。その






































　マドバッサ 7 のある東北家屋は方形建物で第２a 層
























レンガを置いた第２c 層である。隣のマドバッサ 7 は
第２b 層、その下の同じ壁を用いた部屋は第２c 層で
ある。










２室が一組となっている。第２b, c, d 層の各期にはほ
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ぼ同じ位置にプラスター塗り小室が伴う。小室は泥レ




　ほぼ同じ場所に 2 百年ほどで 5 ～ 6 回以上家が建て
られたことは、土地を財産として継承する家族の所有
する土地・家であったと推定される。









　第 10 次発掘調査は 2013 年 12 月 22 日から 2014 年
2 月 17 日に実施した。第２層下層の家を発掘区域全
体で露出することが目的であった。一部で第３層の家





　東側地区の東家跡火災室 room 4 とその南隣室 room 
5 を掘り下げた。火災室は北側隣室 room 3 の第２d 層
床面より 25cm ほど床面が高く、東側の出入り口で通





　南側室 room 5 の床面も掘り下げると、火災を受け
たマドバッサ 15 が残っていた。第２層 d2 は北側の２
室 room 1, 2 と南側の２室 room 4, 5 がともに二度の火























あった。マドバッサ 9 とマドバッサ 11 の受部にある
壷を取り上げた。マドバッサ 13a,b 及び 14 には受け
部に壷は残っていなかった。マドバッサ 15 の受け部
のある部分は発掘区域壁際となり発掘できなかった。
第 11 次発掘調査は 2014 年 12 月 15 日から 2015 年 2
月 5 日に実施した。前回の発掘で存在を確認していた
第２d2 層のマドバッサ 16 と 17 を掘った。マドバッ
サ 16 室内の西南角部分の床面からガラス小瓶片数十
個体とコイン１枚が出土した。コインは 1.6cm x 1.5cm
で、打刻文様があり、第２d 層で一般的に見られるも
のである。同室の西側外の砂内でもコインが１枚発見












　Room 6, 7 の床面を掘り下げると、泥レンガ積みの
壁が両室の床下で発見された。Room 6, 7 の壁下にな
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り、泥レンガはきれいな砂の上に置かれている。
　Room 1 のマドバッサ周辺の床上で、第 10 次調査の
際にコインが西側室内で 24 枚、東側室内で 6 枚とま






















　第 12 次発掘調査は 2015 年 3 月末から 5 月中旬に実
施した。中庭の第２b 層堆積を掘り下げた。炉や焚火
跡が多数発見された。
　第 13 次発掘調査は 2015 年 12 月 16 日から 2016 年
2 月 4 日に実施した。中庭に少し残った第２b 層を除











上に生活ゴミを捨てている。大穴の径は 2.0m × 1.9m

































にかけて発見され、一か所に 5 枚、5 枚、4 枚、3 枚、
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Figure 16  Excavation of Level 2d, Dibba coast site.
Burnt room 3, Level 2d, Dibba coast site.
Walls were burnt red and charcoal was spread on the floor. 
1c=1 coin,  3c=3 coins. 4c=4 coins, 5c=5 coins. 
1: brown glazed ware, Oman. 2: cooking pot. 3: iron object, 
length 25cm. 4: earthenware lid of cooking pot. 5: vase, 
yellow fabric, Iran. 6: cooking pot. 7: pale blue glazed 
ware, underglaze painted black, bowl, Iran. 8: cooking 
pot. 9: akoya pearl shell, length 17cm. 10: iron spoon, 
19cm+6cm. 11: pale blue glazed ware, underglaze painted 
black, bowl, Iran. 12: earthenware, vase. 13: earthenware, 
lid of cooking pot. 14: earthenware, cooking pots. 15: 
bronze spoon.






































掘された。第２d1 層の火災室 room 4 床面から出土下
コインは 21 枚であった。ここでは第２d2 層の室内床
面から発見されたコインを取り上げる。
　第２d1 層火災室 room 4 のすぐ下となる第２d2 層
room 4 の床面（マドバッサ 19 室）には、計 41 枚の
コインが発見された。床面上に 39 枚が散らばってお




　Room 3 では 5 枚、5 枚、2 枚、1 枚、1 枚の計 14 枚
のコインが床面から発見された。Room 2 では床面は
海抜 2.24 ｍのプラスター貼りの下床面と、海抜 2.76
ｍの泥の上床面がある。上床面では 2 枚のコイン、下
床面では 5 枚、3 枚、2 枚、2 枚、上下で計 14 枚のコ
インが床面から発見された。火災室 room 1（マドバッ









るコインはマドバッサ 16 室外で 1 枚ときわめて少な
いから、コインを落とす機会は室内が圧倒的に多い。
７．マドバッサ 16 室の床面出土品と小売（Fig. 18）
　第２層 d2 のマドバッサ 16 室内の西南角部分の床面
からガラス小瓶片数十個体と土器、コイン１枚が出
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Figure 18  Glass and pottery on the floor of the room of Madbasa 16, Level 2d2, Dibba coast site.
Local red painted earthenware of an incense burner, a small bowl and a large bowl together with an Iranian earthenware 
vase were unearthed from the floor. Pale blue glazed ware with black decoration bowls and local cooking pots and jars 
were also scattered on the floor. 49 mouths and 51 bases of small glass vases for perfume were remaining on the floor. 





















































ラスターを貼っている。小形で畝 3 本、溝 4 本と受け
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Figure 19  Madbasa of Level 2, Dibba coast site.
Madbasa 14
Figure 21  Madbasa 14, Level 2d2.
Figure 24  Madbasa 15, Level 2d2.
Figure 20  Madbasa 16 and 17, Level 
2d2.
Figure 22  Madbasa 16, Level 2d2.
Figure 23  Madbasa 17, Level 2d2.
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Figure 29  Madbasa 13a and 13b, Level 2c2-2d.
Figure 27  Madbasa 11, Level 2d1.
Figure 26  Madbasa 9, Level 2d1.
Figure 31  Madbasa 10, Level 2c2.
Figure 25  Madbasa 16, Level 2d2.
Figure 28  Madbasa 11, Level 2d1.




Figure 33  Madbasa 1, Level 2b.
Figure 34  Madbasa 6, Level 2b.
Figure 35  Madbasa 7, Level 2b.
Figure 32  Madbasa 8, Level 2c1. 
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Figure 36  Madbasa 2, Level 2a.
Figure 37  Madbasa 3, Level 2a.
Figure 38  Madbasa 3a (under 3), Level 2a.
Figure 39  Madbasa 3 and 4, Level 2a. Figure 40  Madbasa 4, Level 2a.
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Figure 41  Madbasa 5, Level 2a.
Figure 42  Madbasa 12, Level 2a.






に広がると思われる。2.15 ｍ× 2.6 ｍの長方形の範囲










囲われる。3.5 ｍ× 2 ｍほどの大きさで、ほぼ平坦な
面に小石を並べて畝 7 本、溝 8 本を造り、全面を灰混
じり受け部が一つある。室内反対側の床下 15cm ほど
に先に造られたマドバッサ 8 があり、それは Madbasa 
10 と同じ壁を境にしている。マドバッサ 5 の壁は室
内を縮小して新たに造られた壁を使用している。第２
a 層に属する。









　Madbasa 7 はマドバッサ 5 と同じ泥レンガ壁で室が
分けられるが、7 のほうが少し先に造られている。2.6
ｍ× 2.5 ｍの方形内の中央部に受け部が一つある。南
側の畝は 12 本、溝 13 本で、西側に 90 度ずれた畝 6










た。西側から 5 本目の畝下で、南壁から 20cm の地点
である。
　マドバッサ 6 と 7 の間の泥レンガ壁は幅 1 ｍと厚
い。建物の建築当初は 60cm の壁を共有していた部屋
であったが、マドバッサ 6 を築く際に、マドバッサ 6
側に 40cm の泥レンガを貼り付け、その表面にプラス
ターを塗ってマドバッサ 6 を築いている。マドバッサ
6 と 7 は第２b 層となる。
　Madbasa 8 はマドバッサ 5 とほぼ同じ室内に造られ
たが、マドバッサ 8 を廃棄してから室内壁の改築を行
い、床も少し上げて、室内反対側に後にマドバッサ 5
が造られる。マドバッサ 8 の直上に 2 本の家壁が載っ
ていたが、その壁を外すと畝と溝が残っていた。壁は
2 本の壁より古い壁を使用していた。一方向の畝 9 本
と溝 8 本が並び、受け部が一つの単純な形である。長
方形で 3.3 ｍ× 2.2 ｍの外に受け部が一つある。
　Madbasa 9 はマドバッサ 8 の下にあり、家壁の方向
もずれている。平面は 2 ｍ× 3.3 ｍの長方形で、室内
中央に向かって緩い傾斜で下がり、もっとも低い中央
部分に壷が埋められる。畔 13 本、畝 14 本で、もっと
も単純な形状の一つである。床全面がプラスターで覆
われている。第２d 層である。
　Madbasa 10 はマドバッサ 8 と同じ泥レンガ壁を間
にして造られている。2.1 ｍ× 3 ｍの長方形の外側に
受け部が一つある。畝は 8 本、溝 9 本が残るが、壊れ
る前は畝がもう一本あったようである。第２c2 層で
ある。
　Madbasa 11 は海側室の小さな部屋内にある。1.6 ｍ
×1.9ｍの小さな長方形内を左右の二つの部分に分け、
左側に畝 4 条、溝 5 条、右側に畝 5 本、溝 6 本を設け、
左右部分の境目は溝となる。受け部は左側にのみ一つ
ある。第２d1,2 層である。
　Madbasa 12 は海側拡長区で発見された第２層 a の
小さなマドバッサである。発掘区域の壁際で発見され
たため、全体を発掘していないが、1.0m × 1.4m で一
辺が丸みをもつと推定される。畝 3 本と溝 3 本が発見











に取り出された後だった。Madbasa13b は 2.15 ｍ× 3.0








つ、畝 4 本、溝 5 本がある。東南部が空いた部分で、
燃えたナツメヤシ材が壁際に多く残っていた。火災を
受けた第２層 c の室である。Madbasa13b の床面にキ
ングフィッシュの尾びれと頭が残っていた。
　Madbasa 14 は東側家のもっとも北側の発掘区 room 
1 の方形室内にあり、方形である。第２d2 層の室で
火災を受けている。2.0 ｍ× 1.7 ｍの小さな長方形で、





長方形室 room 5 内にあり、第２d1 層で火災を受けて
いる。3.1 × 2+ ｍが残り、畝 11 本、溝 12 本があり、
通常の形体の長方形をしている。






　Madbasa 17 は 16 の隣室にあり、発掘区域のなかで
一部分のみが姿を現した。畝３本、溝３本が見え、室
内の仕切り壁までは 2.3 ｍである。第２d2 層である。
　Madbasa 18 は 15 の床下 50cm にあり、火災をうけ、
床土は赤く焼け、堆積土中に炭化材が含まれている。
マドバッサ面とその外側の室内もプラスターが塗られ













もので、第 1 層と推定され、マドバッサ 2 よりも小さ






サ 2, 12 よりやや古いと思われる。マドバッサ 6 は別
棟の家であるが、隣のマドバッサ 7 と壁を共有しなが
ら壁を追加しており、第 2 層 b に属する。隣接するマ
ドバッサ 7 も同じ時期か少し前のようであり、第２
b 層あるいは b 内の古いほうに属する。マドバッサ 8, 
10 は同じ壁を使用しているが別家となり、第２c 層に
属する。ともに第２c2 層となる可能性が高い。マド
バッサ 9 はマドバッサ 8 の下にあるが同じ壁を使用し






















































































　第２b 層中庭の場合、土器炉 13 の周りには砂、土
器炉 14 の周りには小貝片、小巻貝、サンゴ小片、小
石を詰めている。土器炉 14 の内部には黒炭が 10cm
以上堆積し、その上を灰色の厚い灰が覆っていた。土
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Figure 49  Earthenware-hearth 43, Level 2d1, Dibba.
Figure 48  Earthenware-hearths 33, 35, and 41, Level 2d1, Dibba.
Figure 47  Earthenware-hearth, Level 2c, ourtyard at 
Dibba.
Figure 46  Earthenware-hearth, Level 2b, ourtyard at 
Dibba.
Figure 45  Earthenware-hearth, Level 2b, ourtyard at 
Dibba.







　第２c2 層の土器炉 24, 25, 26 内の堆積土には魚骨が
多く、石や粘土も落ち込んでいる。埋めた土器の周り
にきれいな砂を入れ、その上に粘土を貼っている。土
器炉は 26 が古く、24 がもっとも新しい。



















てた状態である。径 80cm、深さ 10cm ほどの堆積層
内に 836 の貝殻が捨てられていた。ハマグリ 805/2 個、
B3 ｳﾐｷﾞｸｶﾞｲ科 10/2 個、B1 サルガイ 7/2 個、B4・6/2 個、
H タカラガイ科 4 個、K マクラガイ科 4 個がまとめて
炉の上部に捨てられていた。
　第２c1 層東側の家外には、ハマグリ貝殻 100 点（50
個体）をまとめて捨てた場所がある。第２c 層の竈群




　第２c2 層の中庭には径 80cm × 95cm、深さ 25cm
ほどの浅いゴミ穴があり、土器片、ヤギ骨、魚骨、
260/2 個のハマグリ貝殻、J フジツボ 8 個、F イモガイ














　第２d1 層の東側家に近い中庭から 3.0 × 2.0 ｍ、深














ミ層及び穴内から出土した。ゴミ穴 Large rubbish pit








　第２d1 層の土器炉 30 内には下方にのみ黒灰が堆積
し、その上方の土器内に砂と貝殻などが詰まっていた。
土器炉内にゴミが捨てられた。ハマグリ 916/2 個、I,88
個、P スガイ 64 個、J フジツボ 9 個、F イモガイ 6 個、
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Figure 50  Earthenware-hearth 30, Level 2d1, courtyard at Dibba. (B5)916 pieces of Clam and the other shell were 
deposited on black ash inside tannur. (I)88 pieces, (P)64 pieces, (J)9 pieces, (F)6 pieces, (L)4 pieces, (B1)3 pieces, 
(H)3piece, (T)4 pieces, and 1 pieces. Total shell number is 1098. In Accordance with the shell classification of Sharjah. 
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Figure 52  836 pieces of shell with gray ash and animal bones were found inside shallow rubish pit, 80x80cm, 10cm 
depth, Level 2c1, courtyard at Dibba. 805 pieces of clam, 10 pieces, 7 pieces, 6 pieces, 4 pieces and 4 pieces.
Figure 53  Small rubish places 1 and 2, Level 2d1, 
courtyard at Dibba Figure 54  Well, Level 2c, courtyard at Dibba
Figure 51  Rubish pit, 80x95cm and 25cm depth, Level 2c2, courtyard at Dibba. 148 pieces of shell, including 260/2 













Level 3 sand with shell layer
2.0 x 1.9 m
depth 1.04 m
Large rubish place






















hearth with 1 coin
Rubish layer with
ash, charcoal, ﬁsh bones, earthenware, 
European ware, Chinese ware cup
large Akoya shell, found at sand with 
charcoal layer, or just under clay layer. 
They were also found at upper clay layer
and lower sand layer. 
bowl
jar
small jar with two handles, 
pink fabric
Figure 55  Large rubish place and large rubish pit, Level 2d1, courtyard of Dibba
Figure 58  Fired clay, Level 2d1, courtyard at Dibba.
15x16x4cm, 15x14x4cm, 18x18x6cm, 16x17x4cm, 
19x18x5cm. 
Figure 57  Iron round canon bowl. 9.5cm. Level 2d1, 
courtyard at Dibba. 
Figure 56  110 pieces of shell, Level 2c1, courtyard at Dibba. 
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B2,4/2 個、B1 サルガイ 3/2 個、H タカラガイ科 3 個、
（集計に含めないが貝蓋 4 個、1 個）、合計 632 個の貝
殻が発見された。数量の多いハマグリとスガイは食用
貝である。











































は第 1 層土内からの出土が大部分を占めるが、第 2 層
内のものも混じったようである。これらを第 1 層出土

















0.95kg である。やや古い中国染付は 0.3kg、14 世紀の
中国青磁は 0.04kg である。日本磁器も僅かながら見
られ、made in Japan の文字が底部下にプリントされた
ティーやコーヒー用の小碗もある。日本磁器の数量は
中国磁器と区別が難しく不明であるが、中国色絵碗の
ほうが多い。第 1 層出土品の大部分は 20 世紀の製品
である。
　年代が第 1 層の建物より古い陶磁器が第 1 層出土品
に混じっている。イランの stone paste 素地の透明釉下
コバルト彩陶器鉢１片 0.01kg。イラン透明釉下黒彩
陶器鉢 3 片 0.003kg、イラン緑釉陶器鉢 3 片 0.01kg、
イラン青釉陶器 1 片 0.008kg、イラン白濁釉陶器 3 片
0.006kg、スグラヒィアト 1 片 0.005kg。中国 14 世紀
の竜泉窯青磁碗、盤、小壺など計 5 片 0.04kg。17 世
紀初の漳州窯染付盤、18 ～ 19 世紀の中国福建・広東
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Figure 59  Pale blue glazed ware, courtyard of east house, 
Level 2d.
Figure 60 Pale blue glazed ware, inside Madbasa 9 jar, 
Level 2d.
Figure 61  Pale blue glazed ware, bowl, east house, Level 
2d.
Figure 62  Pale blue glazed ware, bowl, east house, Level 
2d.
Figure 63  Pale blue glazed ware, bowl, east house, room 2, 
Level 2d2.
Figure 69  Yellow glazed ware, bowl, east house, Level 2c-
d. Figure 70  Yellow glazed ware, bowl, east house, Level 2d.
Figure 68  Green glazed ware, east house, Level 2d.Figure 67  Green glazed ware, east house, Level 2d.
Figure 66  Green glazed ware, east house, room 9, Level 
2d.
Figure 65  Pale blue glazed ware, bowls, east house, upper 
floor of room 3, Level 2d2.
Figure 64  Pale blue glazed ware, bowl, east house, 
madbasa 16, Level 2d2.
Figure 71  Iranian quarz 
fabric blue-and-white bowl, 
room 2 of east house, Level 
2d.
Figure 72  Iranian quarz fabric blue-and-white bowl, room 
1 of east house, Level 2d.
Figure 73  Iranian quarz 
fabric blue-and-white bowl, 




Figure 76  Earthenware, small bowl, east house, inside jar 
of  Madbasa 9, Level 2d.
Figure 77  Red painted earthenware, small bowl, east 
house, Level 2d.
Figure 75  Brown glazed ware, bowl, east house, room 4, 
Level 2d.
Figure 74  White glazed ware dish, east outside of rooms 6 
and 7, from the lowest parts of Level 2d.
Figure 78  Red painted earthenware, Jar, east house, Level 
2d.
Figure 79  Iranian incised earthenware, base, east house, 
madbasa 15, Level 2d1.
Figure 80  Chinese blue-and-white bowls, room 1 of east 
house, Level 2d.
Figure 81 Chinese blue-and-white bowls, cobalt blue 
galazed bowl, brown glazed bowl, room 2 of east house, 
Level 2d.
Figure 82  Chinese brown glazed bowl, room 4 of east 
house, Level 2d.
Figure 83  Chinese blue-and-white dishs, room 5 of east 
house, Level 2d.
Figure 84  Chinese white ware dish, brown glazed bowl, 
room 8 of east house, Level 2d.
Figure 85  Chinese blue-and-white bowl, under floor of 
room 8 of east house, Level 2d.
38
－ 20 －
Figure 86  Chinese blue-and-white dish. Left: room2, east 
house, Level 2d. Right: outside room, east house, Level 
2c-d.
Figure 87  Chinese blue-and-white bowl, west outside of M 
16, east house, Level 2d.
Figure 88  Chinese blue-and-white bowls, brown glazed 
bowl, red enamel ware bowl, outside of east house, Level 
2d.
Figure 89  Chinese blue-and-white bowl, enamel ware 
bowl,   madbasa 17 of east house, Level 2d.
Figure 90  Chinese blue-and-white bowls, enamel ware 
bowl, north outside of madbasa 16, east house, Level 2d.
Figure 91  Chinese white ware dish, madbasa 16 room, east 
house, Level 2d.
Figure 92 Chinese enamel ware bowl, west outside of east house, courtyard, Level 2d.
Figure 93 European enamel ware bowl, large rubish pit, Level 2d1, courtyard at Dibba.
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Figure 101  24 coins from upper floor of  room 1, 
Level 2d.
Figure 103  Coin of 1833, 
outside of madbasa 6, Level 
2b.
Figure 102  Coins, India 1961, 
1942, East house, Level 1.
Figure 100  492 pieces of carbonized dates were found in west 
outside of madbasa 17, Level 2d2. Their weight is 140g.
Figure 97  Incense burner, found at 
outside of west house, Level 2c2-2d.
Figure 94  Earthenware anfore, east 
house, Level 2c
Figure 96  Red painted earthenware, 
cooking pot ,  under  the f loor  of 
madbasa 9, room 3, Level 2d1.
Figure 95  Cooking pot, east house, 
Level 2d.
Figure 98  Stone mill, floor of madbasa 
13, west house, Level 2c-2d.
Figure 99  Chinese blue-and-white 
dish, east house, Level 2c-2d. early 
17th century.
5cm
Figure 104  Reconstruction of 
glass vase from madbasa 16 room, 
east house, Level 2d2.
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省染付碗皿片があり、赤絵碗も 2 片あるが、それら全
体で 0.3kg ほどである。印判染付も 2 片あり、中国か
日本砥部産の可能性がある。
　青銅製品 0.65kg と鉄製品 5.3kg、ガラス片 0.83kg、
動物骨・魚骨・イカ貝殻などの骨類は 0.3kg ある。青
銅製品のなかに 5 点のコインがある。Qatar and Dubai, 
1965, 50 ディルハム（現在の 50 フィルス）、径 2.5cm。





読 め る。ONE QUARTER, EAST INDIAN COMPANY, 
ANNA, 1835, 円形で径 2.7cm。2 ANNAS, INDIA,?D?, 
GEORGE VI, KING, ENPEROR, 隅丸方形で径 2.3cm。

















僅かな表面採集品と第 1 次・第 2 次発掘で出土した









Re????? MAASTRICHT TOKO MADE IN HOLLAND と
印される。
第 2層出土品
　第 3 次発掘の第 2 層出土品は大量の土器片と施釉陶
器片が主である。鉄製砲弾も数点出土した。第 3 次発
掘は第 2 層の出土品が多いが、表土層・第 1 層も部分
的に発掘し、第 1 層の建物基礎は第 2 層建物を利用し
て壁が重なる部分があるため、第 1 層と第 2 層の出土
品を層位的に区別することは難しい。
　第 2 層の砂内から出土したコインの一つには
Muscat and Oman 1/4 Anna 1315(AH) Fessul bin Turkee 
Imam of Muscat and Oman と記され、1896/1897 年で
あり、19 世紀末であるから使用年代は 20 世紀前半
で あ ろ う。INDIA 1 ANNA 1812 GEORGE VI KING 








RUPEE INDIA 1942 である。溝は第 5 次調査で第 1 層
の上部から掘られた電気線を埋めた溝と判明した。溝
の底部は第 3 層の上部に達している。内部に堆積して
いるのは、泥レンガ九崩れ土であり、第 1 層から第 3
層の土と土内の遺物が混じる可能性があり、出土した
コインから第 1 層の年代を考えることはできない。





2 枚が出土した。1 点は 1/4 ANNA で 1315 年すなわち
1896/97 年鋳造品である。同じ中庭で南側にある炉の
灰内からコインが 1 枚出土し、1/4 ANNA で 1315 年
すなわち 1896/97 年鋳造品である。
　第 2 層の灰混じり砂内及び第 2 層の最下部に広が
る粘土を用いた炉や石組炉、多くの灰炉が発見され
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た面から出土したコインの代表的な種類は、Muscat 
and Oman 1/4 Anna 1315(AH) Fessul bin Turkee Imam of 






and Oman 1/4 Anna 1315(AH) Fessul bin Turkee Imam of 
Muscat and Oman（1896/1897 年）等の他に、1833 年、











　第 2 層出土品。10 か所のマドバッサのうち 9 つを
撤去し、マドバッサ 10 のみを残した。そのため、僅






最下層の上）黒灰内から Sultan Oman Fessul bin Turkee 
1318(AH) Muscat(1899/1900 年）。東側区域の北側家（マ
ドバッサ 6 のある家）の北側外で泥レンガ壁の置か








































































































































































































に残る。層位は２a 層、２b 層、２c1 層、２c2 層、２











竜泉窯青磁 13 ～ 14 世紀、イラン緑釉陶器鉢 14 ～ 15
























































































































レンガ壁に囲まれたアラブ人町である。200 ～ 300 人
の船乗りの町・農業・漁業の町であった。
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